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舞鶴市喜多地区にパーム油発電所が計画されてきた問題で、事業主体の再生可能エ

ネルギー開発投資会社「Amp」が「事業化へのハードルが高かった」「地元合意を前提

としていたが、強い反対があった」として、事業から撤退することが明らかとなった。 

本事業は、舞鶴港喜多埠頭にある約 3.8 ヘクタールの府港湾用地に、日立造船が運

営する国内最大のパーム油発電計画であるが、2016 年４月に前知事がパーム油発電

建設を舞鶴市と日立造船に要請するなど、前のめりに進めてきたものである。 

本事業計画は、悪臭や騒音など、住民生活に悪影響を与えることから、舞鶴市喜多

地区や周辺の多くの住民が、計画中止を求める署名を１万筆も国に提出されるなど、

反対の声が圧倒的多数である。 

そもそもパーム油発電は、温室効果ガス削減に逆行し、世界では燃料の撤退が相次

いでいることは、わが党議員団が再三にわたり指摘し、計画中止を求めてきていたも

のである。 

今回、撤退表明があったにもかかわらず、建設のため協議が進められており、あら

ためて京都府として、パーム油発電所を舞鶴市に誘致・建設することを中止すべきで

ある。 
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